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15) 山中美由紀「韓関社会と家族変動J野々山久也・袖井孝子・篠崎正美編著 fいま家族に何
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21) 山田昌弘 5近代家族のゆくえ一一家族と愛情のパラドックスー－J新際社， 1994年， pp.44
460 
22) 山閃 f前掲苦'1j p. 1610 
お） s.ハンチントンは， f個人主義は，二十役紀の現在でさえも，諸文明のなかで西欧のきわ
だ、った特徴となっているjと述べている（S.P. Huntington, The Clash of Ciνilization and the Re-
making of World Order, Georges Boerch訂dt,Inc., 1996. （鈴＊：：主税訳f文明の衝突j集英社， 1998
王手， p.100）。
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25) 作田啓一 f…諾の辞典偶人j三省堂， 1996年， pp.41-47。
26) P. L. Berger & B. Berger, Sociology-A Biographical Approach (second expanded edition), Ba-
sic Books Inc., 1975. （安江孝司・鎌街彩仁・樋口祐子訳わτー ガ一社会学j学習研究社， 1979
王手， pp. 99-106）。
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29) 佐伯 f現代民主主義の病理jp.48o 
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40) 若林敬子「中国社会と家族変動」野々山・袖井・篠崎編著『前掲者jpp. 210-2110 




























41) 高雨土中，宇宙5月ー 孝子・工藤忠貴子訳「韓国における高齢者社会福祉サー ピスj関係長寿セン
タ－ r東アジアの少子化と高齢化対策に関する日本・韓国および中国3カ国比較研究j1996 
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43) 伊藤道人？暮らしがわかるアジア読本 韓国j河出苦手房新社， 1996年， p.1440






























































46) 加地伸行 f家族の怠想、一一儒教的死生観の果実jPHP研究所， 1998年， p.60a
現代青年の家族観 大橋松行 59 
あって，依然として儒教的思想体制jに基づく倫理的・道徳的価値観が残存している。
価値観は世代間で格差が大きく，「新世代jとよばれる若者は，アメリカ文化や日本
の文化（多分にアメリカ化されてはいるが）の受容に積極的である。彼らの錨値観も
アメリカ化されてきている。今毘の韓国の大学生の意識にも怯統的な価徳観と西洋近
代的な価値観とが混在していて，その狭間で葛藤を起こしていることがみてとれる。
中閣では，社会主義革命によって，従来の支記原理としての嬬教は表向き百定され
た。とりわけ族権と父権をあわせもつ家父長的家族制度は，法律上は解体した。形態
国でも近代的な家族類型に近づきつつある。 1970年代末からの改革・開放政策が「近
代化Jに一層拍車をかけた。しかし その近代化は都市部に重点が震かれたために，
都市部と農村部との向に大きな格差を招いた。この格差が，中国の若者の意識構造の
謹異にも反映している。特に，学生は，マルクス・レーニン主義，毛沢東思想、から距
離を置き，アメリカをはじめ先進国の倣値観を積極的に受容・摂取することによっ
て，大きく倣値意識を転換させてきている。他方，農村部の青年は，学生に比べて伝
統的価値観へのこだわりもみせており，両援の間を揺れ動いているように思われる。
臼・韓・中三国の若者の意識構造（特に家族観）の簡に存在する差異性の背景に
は，以上のような社会的・文化的・歴史的要閣が横たわっていると考えられる。家族
観は，男女観（結婚観，離婚観，子どもをもつことに関する意識など）や宗教観（祖
先崇拝，信仰など）とも密接に関連しているので，これらとの関係でさらに詳細な分
析が必要であるが，それは今後の課題としたい。
［備考｝
本稿では，①年齢については， 18歳～25歳を有効年齢とし，他は欠損値扱いとしたもの，窃
家族像および、老親の扶養については， fその他J「わからない」を，また，男子の跡継ぎについ
ては fわからないjをそれぞれ欠損伎扱いとしたものをデータとして用いた。
